



























































2) r平括盛 符牒の歩h-｣高橋昌明 (2(氾7)雛談社




































元対立論の考えであるO天 (協)があれば地 (陰)があり､表 (腸)があれば塞 (陰)がある｡男 (陽)
がいれば女 (陰)がいるO｢この陰陽二元が､時間 空間 ･性をはじめとするあらゆる事象に､それ
ぞれ配当されている考えかたといえる｣(吉野､2007)8㌧ 五行説とは､自然界のあらゆるものは木
6)r風水気の景観地理学J渡適欣雄 (1994)人文沓院
7) r韓国の風水思想｣桂 昌詐 (金在浩､渋谷銑明共訳)(1997)人文甘院
8) r吉野裕子全敗 第3巻J｢陰陽五行思想からみた日本の崇｣書野裕子 (2007)人文恕院
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火 土 金 ･水の5元素から成り立っているという考えであり､その五行が循環することによって万
物の生成がなされ､自然界が構成されるとする｡五行の行とは働きのことである｡天には五星 (木
火 土 金 ･水)が通行し､地には五行 (働き)がある｡その五つの働きには､相生､相克､比和等
がある｡木は火を生み (木の摩擦で火がおこる)､火は土を生み (火が燃えてなくなると土になる)､
土は金を生み (土は鉱物を生み出す)､金は水を生み (金掛 ま表面に水滴ができる)97､水は木を生む
ことである (水によって植物は成長する).これを相生といい､循環を表しているO
その反対に相克とは､水は火を克 し (水をかければ火は消える)､火は金を克し (火によって金属





古代中国において､天における五星 (木 ･火 土 金 .水)のうち.蚤も注目された星は木星であ
る｡その木星の運行状況に合わせ､木星とは逆の運行をする架空の星を作 り､天空の方角を12区分 (30
度ずつ)に分け､子 丑 ･寅 卯 辰 巳 午 未 ･申 ･酉 成 亥の十二支を当てた｡十二支は､
主に､方位､月､日､時間を表すときなどに使用されていた｡
図2にみるように､｢北方を示す亥 ･子 丑は､それぞれ旧暦の10､11､12月を示し､冬であり水
気に属している｡また東方を示す寅 ･卯 ･辰は.旧暦 1､2､3月の春であり木気に嘱している｡南




















千月 旧暦11月 陽 水 (みずのえ)
丑月 旧暦12月 陰 水 (みずのと卜 土 (つちのと)土用
貫月 旧暦1月 陽 木 (きのえ)
卯月 旧暦2月 陰 木 (さのと)
辰月 旧暦3月 堤 木 (きのえ).土 (つちのえ)土用
巳月 旧暦4月 陰 火 (ひのと)
午月 旧暦5月 陽 火 (ひのえ)
末月 旧暦6月 陰 火 (ひのとト 土 (つちのと)土用
申月 旧暦7月 陽 金 (かのえ)
酉月 旧暦8月 陰 金 (かのと)


























































えば地支を数えて5つめにあたる三支が結合することをいう｡子 (1)から数えて辰 (5)､辰 (1)か
ら数えて申 (5)､申 (1)から数えて子 (5)という関係であり､これを申子辰の三合水局､あるいは
子の三合水局と呼んで好相性とし､方位では､たとえば辰年には中や子の方位は書方であるとし､こ
れに九星の書方が重なった場合には ｢大書方｣なとと判断する｣(平木場､1998)】4)､｢三合会局とは
三つの地支が終合 した場合のことで､相生と相勉から成っている｣(陳 晃華､1994)15'｡そして ｢森
羅万象はすべて始 (坐)って壮 (旺)になり､終 (塞)る｡そうして再び始まる｡始まらねば壮んに








局名 火局 木局 水局 全局
地支 寅 午 成 亥 印 末 申 子 辰 巳 酉 丑
序数】3) 7+5+9 6+ 4+8 7+5+9 6+4+8
陰陽 陽 21 陰 18 陽 21 陰 18
季節 立 夏 秋 立 春 夏 立 冬 春 立 秋 冬
春 至 陽土 冬 分 陰土 秋 重 陽土 夏 分 陰土
(陳 昇華､1994)
前述したように､1年の構造を十二支で見るとき､同じ北方位に位置する亥 子 丑の三支は冬で
















さらに三合について青野 (1978)は､伊勢神宮の正殿配置が､内宮は ｢寅 ･午 成｣の火 (午)の






図3 (青野､1978) ㊥ ㊥
内宮の正殿配置 (火気の三舎) 外宮の正殿配置 (水気の三合)































































紋ともに巴 (三つ巴)を使用 している｡この巴は､水が渦を巻いている形であるとか､勾玉を表 し
ているとか､弓を引く時に使う柄の模様であるとか､色/{な説があるが､｢r巴｣という字は虫 (価
虫類)の象形字であり､古代中国では大蛇を意味するO｣(加藤瑞賢､1970)t2)とあるように､蛇を
表す｡いわゆる巴-蛇-巳であるOまた､丹羽 (1984)23)は､巴紋について､｢水火の根源は 天
地の自然現象を司る神にはかならないから､神をあらわすシルシとしたのだろう｣と説いている｡
これらの3つの神社を結び合わせたその中心点には､雪御所町が位置する｡これは西 (酉)を申
19) 祇園神社
｢貞観ユ1年 (869)姫路の広椎神社に経られている素養鴫教の御分霊の神輿が姫路かL?京都に向けて行く中､
平野に住む広峰神社と緑のある徳城妨阿閣梨の案内で一泊され､地元の人/Yがご神徳有るのを感謝し､素糞1%
尊を絶ったのが,祇園神社の始まりとされている｡｣(兵庫県神社庁神戸支部､200)
｢輿平野村字宮山に在り京菜嶋尊を経る｣r兵床綜神社詰 上巻｣
20) 祇園御社の南東に位位する東福寺の由緒によると､清盛は七堂伽藍を完伯した上伽寺を祇園神社の薮山に築
き､そこに牛頭天王を絶っていた｡上伽寺では､酒盛が梅潮の響きを聞きながら経が島の築造計画を練ったこ
とから､潮音山という山号がLTF盛によって付けられ.潮音山上伽寺となったO潮音山上伽寺は今はなく東南
50MにあるrR碍寺が継承したとされている0
21) 荒田八幡神社
｢旧荒田村字-町臥こ鎖座し､1g野権現を経っていたことから､その森を権現の森といっていた｡ r厳島御
幸記｣に記されているように､池の大納言平締盟の山荘であった｣r神戸の神社｣
(荒田村に関しての記述)
｢悼へいふ昔は此地一帯夢野の内たりしに､何つの頃か大雨ありて水門川 (溝川)洪水出で､薦めにEI畑荒れ
Lより,荒B]の名起れりりと､而して冶承四年六月二日福原遷都に就き､安徳天皇を平相国の弟､池大納言頼
盛の山荘に香し､之を仮の皇居と定めしは､首相高E神社の所を其中央とし､境域衝く亘れるが如し数十年前
此付近を発掘せLに.甲Faの腐朽せるもの数多出でLといふ｣r西摂大観 下巻j
22) r漢字の起源j加藤常賢 (1970)角川脊店
23) 丹羽基二 (1974)r神紋J秋田砂店
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神戸福原における雪見御所 (平清盛邸推定地)についての考察-風水思想かbの分析- 曽花とも子
心とした ｢金気の三合｣であり､その三角形で取り囲まれた範閲は金気-色となることから､｢三
辰は皆金也｣とあるように､三角形で囲まれた部分は ｢金の気｣一色となる｡金気三合の法則によ
れば､十二支の ｢巳｣は金気の始まりで､その生じるところであるC金気は財宝の象徴であり､｢巳｣
はすなわち ｢蛇｣であるO蛇は財宝の象徴とみることができる (図5)
清盛は､自らの繁栄と､平家一門の繁栄を願うために､自らの邸配置に金気の三合を構成したも
のと考えるO
以上のように､雪御所とそれを取り巻く3つの神社の位置関係からみて､雪見の御所は､清盛が
常駐していたとみられる清盛本邸ではないかと考える.そして､その本邸は､気が集中する中心に
位置している｡
夢野八幡神社 酉
(旺)
＼ ､二 二
豪 社
巳 荒田八幡神社
図5 金気の三舎 (生)
Ⅳ おわりに
平清盛は1167(仁安2)年に太政大臣を辞任の後､1168(仁安3)年に出家し福原への別邸生活へ
入った｡
福原述部の12年前である｡福原北部の地は ｢平野の勝地｣と呼ばれ､その頃には清盛以外の上流平
家☆族の屋敷も造られたものとみられている｡ゆえに､現在の平野という地名は平家 (辛)の地 (野)
という意味で名付けられたとさjtているD
r平家物語｣には､桁盛が福原の所/7に､春には花見の岡の御所､秋には月見の演の御所､泉殿､
松陰殿､馬場殿､二階の桟敷殿､雪見の御所､宝の御所などの邸宅を置き､季節による邸配置がして
あったと思われる｡その中で､清盛の常温する本邸宅があったと考える｡清盛邸の位置については､
神戸市兵庫区雪御所町付近だといわれてきた｡現在の雪御所町は r平家物語｣における雪見の御所で
あるとされ､湊山小学校前には､雪御所遺跡と‥昏かれた石碑が置かれているO
福原の地は､北の六甲山系と丹生山系､南に断層角箆地が広がる｡この盆地を囲むように東の諏訪
山丘陵 (青龍),西の丸山丘陵 (白虎)が張り出し､中央を天王谷川と石井川が流れ､南に朱雀とみ
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なされる兵庫港､大坂湾が配置する風水吉相の地であった｡現在の雪御所町にあったとされる清盛邸
は､風水における土地選走法の ｢分水 合水先大法｣に適う地であった｡しかし､先行研究や発掘調
査の結果から雪御所町付近に平安時代の貴族の邸跡があることが確認されているが､清盛邸と断定で
きる根拠はなかった｡そこで本稿は､当時の都の道営に多大な影響を与えたと思われる風水思想にお
いて清盛本邸の位置を特定しようとした｡平安時代は風水思想のなかでも呪術的要素の強い陰陽五行
思想が｢陰陽道｣として取り込まれた時代であり.人々の行動様式もその思想に左右された時代であっ
た｡清盛本邸に関しても何らかの風水的呪術が施されていると考え､その思想に基づき清盛が勧請し
たとされる神社の配置の謎を解くことによって清盛本邸を考案した｡その籍果､弟巨野権現 (現 荒El
八幡神社).夢野八幡神社､牛頭天王 (現 祇園神社)は､金気の三合を形成L､その三角形の中心に
雪御所と推定される邸跡が存在することが判った｡金気三合は財宝の象徴であり､三角形に囲まれた
地域は金気が滋も強くなるところである｡また.荒E^幡神社のある荒H町周辺は清盛の弟である荊
盛邸､夢野八幡神社のある夢野町周辺は､同じく弟である敦盛邸のあったところと推定されている｡
祇幽神社周辺の邸宅主は不明だが､発掘調査から､公族邸があったと推定されている｡雪御所町は風
水思想に叶う吉池であり､三角形を構成するこれら3神社は､楢盛にとって荷も身近に感じる人物の
邸内に位かれているC平家一門の邸内に崇敬する神を軌鞘し､三合という呪術によって,中心となる
人物 (消銭)の郎 (FB兄の御所)を守護することにより四国を中心に海を拠点として活躍してきた平
衣-PlJの繁栄を願ったと思われる｡規に800年以上経った今でも､これら3神社は､宮司ならびに氏
子の方々に見守られながらしっかりと生き続けている｡
付苦己
現地嗣恋において.概圃神社 ･熊野神社 夢野八幡神社の宮司,氏子の方々にご協力いただいた｡
皆様には､深く感謝申し上げます｡
